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町
長
の
行
政
報
告（
一
部
抜
粋
）

公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
温
泉
施
設
、
学
校
教
育
施
設
を
除
く
四
十

四
種
類
百
四
十
六
の
公
共
施
設
を
対
象
と
し

て
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
内
部
検
討
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
各
施
設
の
概

要
を
調
査
し
た
ほ
か
、
二
十
四
種
類
五
十
八

施
設
に
つ
い
て
現
地
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
、
現
状
の
ま
ま
の
存
続
と
す
る

か
、
再
編
統
合
す
る
か
な
ど
の
方
向
性
に
つ

い
て
、
議
会
及
び
外
部
委
員
な
ど
か
ら
意
見

を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
年
度
末
ま
で
に
ま
と

め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

を
下
回
る
施
策
が
あ
る
な
ど
若
干
満
足
度
が

低
い
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
の
施
策
に
お
い
て

満
足
度
が
六
十
％
か
ら
八
十
％
台
に
あ
る
結

果
で
し
た
。
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

を
今
後
の
施
策
展
開
、
事
業
選
択
に
反
映
を

さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

　消
防
団
の
班
体
制
な
ど
に
つ
い
て

　
旧
地
区
の
差
異
を
解
消
し
、
緊
急
時
の
班

対
応
団
員
数
を
確
保
し
や
す
い
体
制
に
す
る

と
と
も
に
、
機
動
体
制
の
統
一
化
を
図
る
た

め
、
各
分
団
二
班
編
制
と
す
る
こ
と
で
最
終

の
調
整
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、
消
防
団
活
動
拠
点
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
六
郷
地
区
の
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ

消
防
セ
ン
タ
ー
の
建
築
に
着
手
し
て
お
り
、

今
後
も
こ
う
し
た
活
動
拠
点
や
災
害
時
の
機

動
力
に
優
れ
た
設
備
な
ど
を
計
画
的
に
整
備

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

家
庭
系
ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て

　
大
仙
美
郷
環
境
事
業
組
合
の
構
成
市
町
で

あ
る
大
仙
市
と
と
も
に
循
環
型
社
会
の
形
成

を
目
指
し
、
増
え
続
け
る
家
庭
系
一
般
廃
棄

物
の
減
量
化
・
資
源
化
を
図
る
た
め
、
平
成

二
十
年
四
月
一
日
よ
り「
燃
せ
る
ご
み
」と

「
燃
せ
な
い
ご
み
」に
つ
い
て
、
今
ま
で
の

「
ご
み
袋
」を
廃
止
し
、
新
た
に
処
理
費
用
の

一
部
を
上
乗
せ
し
た「
美
郷
町
専
用
有
料
袋
」

を
製
作
し
ま
す
。

美
郷
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
十
七
件
を
可
決
・
承
認

第6回 

　
平
成
十
九
年
第
六
回
町
議
会
定
例
会

が
九
月
四
日
か
ら
十
一
日
ま
で
の
八
日

間
開
か
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
定
例
会
で
は
、
来
年
四
月
か

ら
始
ま
る『
ご
み
有
料
化
』に
向
け
た「
美

郷
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
」の
一
部
改
正
の
ほ
か
、
平
成
十

八
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の

決
算
認
定
な
ど
、
十
七
件
の
議
案
に
つ

い
て
審
議
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

未
納
金
の
徴
収
に
つ
い
て

　
税
や
使
用
料
な
ど
を
は
じ
め
と
す
る
未
納

金
に
つ
い
て
は
、
そ
の
総
額
が
平
成
十
九
年

五
月
末
日
現
在
で
一
億
九
千
二
百
万
円
に
達

し
て
お
り
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
平
等
性

の
観
点
な
ど
か
ら
、
未
納
金
に
対
す
る
取
り

組
み
強
化
が
必
要
と
考
え
て
お
り
、
全
庁
あ

げ
て
の
対
応
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
未
納
金
を
抱
え
て
い
る

五
つ
の
課
の
滞
納
や
督
促
の
状
況
な
ど
を
調

査
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
は
関
係
部
署

の
職
員
に
よ
る
徴
収
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
、

未
納
の
解
消
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

　
美
郷
町
総
合
計
画
に
基
づ
く
施
策
実
施
に

対
す
る
町
民
の
満
足
度
な
ど
を
把
握
し
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
判
断
の
基
礎
資

料
と
す
る
た
め
、
町
民
千
人
の
方
を
対
象
に

六
月
に
実
施
し
た「
美
郷
の
ま
ち
づ
く
り
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

　
回
収
率
は
四
十
六
・
五
％
で
、
美
郷
の
住

み
心
地
に
つ
い
て
は
、
住
み
や
す
い
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
住
み
や
す
い
が
五
十
六
・
七

％
で
、
定
住
の
意
向
に
つ
い
て
は
、
八
十

四
・
九
％
が
現
在
の
場
所
に
住
み
つ
づ
け
た

い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
施
策
ご
と

の
満
足
度
に
つ
い
て
は
、
産
業
関
係
の
第
六

章「
活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
て
」で
五
十
％
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可
決
・
承
認
さ
れ
た
主
な
議
案

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
老
人
保
健
特
別
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
下
水
道
事
業
特
別

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

●
平
成
十
八
年
度
美
郷
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
平
成
十
八
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
五
つ
の

特
別
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
六
―
七
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
美
郷
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
平
成
二
十
年
四
月
か
ら
始
ま
る『
家
庭
系

ご
み
の
有
料
化
』に
関
し
て
、
ご
み
排
出
者

農
政
課
関
係
に
つ
い
て

　
新
た
な
経
営
安
定
対
策
に
つ
い
て
で
す

が
、
七
月
二
日
で
締
め
切
っ
た
品
目
横
断
的

経
営
安
定
対
策
へ
の
加
入
は
、
こ
れ
ま
で
の

地
区
説
明
会
、
組
織
へ
の
訪
問
指
導
な
ど
の

結
果
、
集
落
営
農
五
十
六
組
織
、
認
定
農
業

者
百
八
十
四
名
、
水
稲
作
付
面
積
で
は
約
五

十
三
％
の
二
千
四
百
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大
豆
作

付
面
積
で
は
約
九
十
八
％
の
三
百
七
十
一
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
加
入
手
続
を
終
了
し
て
お
り
、

大
曲
仙
北
管
内
で
も
ト
ッ
プ
の
加
入
率
と

が
負
担
す
る
一
般
廃
棄
物
処
理
手
数
料
の
額

な
ど
を
定
め
ま
し
た
。

　
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
二
―
三
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
美
郷
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　
六
郷
東
根
地
区
の
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
名
称

を「
六
郷
堆
肥
生
産
施
設
」と
改
め
ま
し
た
。

●
美
郷
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
現
在
、
千
屋
字
相
長
根
に
建
設
中
の
家
畜

排
せ
つ
物
処
理
施
設
の
名
称
を「
美
郷
町
堆

肥
セ
ン
タ
ー
」と
定
め
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
が

行
う
事
業
な
ど
に
関
す
る
規
定
を
制
定
し
ま

し
た
。

●
平
成
十
九
年
度
美
郷
町
一
般
会
計
補
正
予

算
第
四
号

　
平
成
十
八
年
度
か
ら
の
繰
越
金
の
増
額

（
三
億
四
千
六
百
八
十
二
万
円
）、
土
地
改
良

事
業
実
施
に
伴
う
受
益
者
負
担
金
の
借
入
金

の
繰
上
償
還
に
か
か
る
助
成
金（
二
億
七
千

二
百
万
円
）、
町
道
十
二
路
線
の
道
路
改
良

工
事
に
伴
う
工
事
請
負
費（
三
千
五
百
五
十

万
円
）な
ど
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
三
億
六
千
九
百
六
十
五
万
円
を
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
総
額
を
百
十
三
億
九
千
六
百

六
十
三
万
七
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
九
年
度
美
郷
町
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
第
一
号

　
国
民
健
康
保
険
税
の
減
額
、
平
成
十
八
年

度
か
ら
の
繰
越
金
の
増
額
、
療
養
給
付
費
等

負
担
金
返
還
金
な
ど
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
四
千
十
五
万
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
を
二
十
四
億
八
千
二
百
十
九

万
九
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
九
年
度
美
郷
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
第
二
号

　
平
成
十
八
年
度
か
ら
の
繰
越
金
の
増
額
、

ま
た
、
こ
れ
に
伴
う
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
の
減
額
、
平
成
十
八
年
度
借
入
れ
の
町
債

に
係
る
公
債
費
の
増
額
な
ど
に
つ
い
て
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
百
九
万
五
千
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
四
億
八
千
九
百

七
十
万
二
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
九
年
度
美
郷
町
下
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
第
二
号

　
平
成
十
八
年
度
か
ら
の
繰
越
金
の
増
額
、

ま
た
、
こ
れ
に
伴
う
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入

金
の
減
額
、
平
成
十
八
年
度
借
入
れ
の
町
債

に
係
る
公
債
費
の
増
額
な
ど
に
つ
い
て
、
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
百
九
十
一
万
二
千
円
を

追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
二
億
百
四

十
九
万
五
千
円
と
し
ま
し
た
。

●
平
成
十
九
年
度
美
郷
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
第
二
号

　
一
丈
木
地
区
処
理
場
の
回
漕
ブ
ロ
ワ
ー
の

取
替
に
要
す
る
経
費
、
平
成
十
八
年
度
借
入

れ
の
町
債
に
係
る
公
債
費
の
増
額
、
ま
た
、

こ
れ
に
伴
う
一
般
会
計
繰
入
金
及
び
基
金
繰

入
金
の
増
額
な
ど
に
つ
い
て
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
三
百
十
四
万
九
千
円
を
追
加
し
、
補

正
後
の
予
算
総
額
を
二
億
千
五
百
五
十
三
万

円
と
し
ま
し
た
。

な
っ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
集
落
営
農
組
織

や
農
業
法
人
な
ど
へ
の
支
援
活
動
を
総
合
的

に
推
進
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら「
担
い
手

ア
ク
シ
ョ
ン
サ
ポ
ー
ト
事
業
」を
新
た
に
実

施
し
、
農
政
課
窓
口
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口

を
設
置
し
て
相
談
業
務
の
一
元
化
を
図
る
と

と
も
に
、
訪
問
指
導
、
経
理
講
習
会
の
開

催
、
担
い
手
を
構
成
員
と
し
た「
ア
ク
シ
ョ

ン
サ
ポ
ー
ト
会
議
」を
開
催
し
、
支
援
活
動

の
充
実
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

『
地
販
地
消
』の
推
進
に
つ
い
て

　
現
在
ま
で
作
業
部
会
で
あ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
四
回
、
消
費
者
懇
談
会
を
三
回

開
催
し
て
お
り
ま
す
。
消
費
者
側
か
ら
は

「
農
産
関
連
を
含
め
町
内
の
店
舗
や
商
品
が

わ
か
ら
な
い
」「
か
つ
て
の
朝
市
を
復
活
さ
せ

賑
わ
い
を
創
出
で
き
な
い
か
」な
ど
の
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
ふ
ま
え
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
あ
ら
た
な
取
り
組
み
と

し
て
、『
美
郷
の
朝
市
』を
七
月
二
十
八
日
か

ら
八
月
二
十
五
日
の
間
、
毎
週
土
曜
日
に
名

水
市
場
湧
太
郎
を
会
場
に
行
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
今
後
、
地
販
地
消
推
進
会
議
に
お
い
て
農

業
、
商
工
業
、
観
光
等
関
連
団
体
が
連
携

し
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
方
を
検
証
し
な

が
ら
、
改
善
、
改
革
、
新
た
な
視
点
か
ら
具

体
的
な
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
こ
れ
に
基
づ
く

活
動
計
画
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。


